
い
つ
も
文
芸
欄
に
す
て
き
な
俳

句
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
る
金
森

薫
さ
ん
の
金
岡
町
の
お
宅
を
訪
問

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
森
さ
ん
は
、
御
年
92
歳
、
何

も
特
別
な
こ
と
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ

る
謙
虚
な
方
で
、
息
子
さ
ん
に
お

話
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

俳
句
は
我
流
で
…

俳
句
を
始
め
た
の
は
、
70
代
で
、

会
社
を
や
め
、
出
来
た
時
間
に
す

る
こ
と
を
探
し
て
み
て
、
何
で
も

よ
か
っ
た
が
、
俳
句
は
て
っ
と
り

早
く
て
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
息

子
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ク
イ
ズ
に
し

ろ
、
人
に
聞
か
れ
た
こ
と
に
は
何

で
も
答
え
ら
れ
る
物
知
り
だ
そ
う

で
す
。

「
す
べ
て
我
流
で
す
」
と
お
っ

し
ゃ
り
な
が
ら
も
、
俳
句

で
は
賞
を
と
ら
れ
た
り
、
極

め
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。

戦
時
下
の
学
生
時
代

市
岡
か
ら
尾
道
の
高
校
へ

疎
開
。
召
集
さ
れ
て
行
っ
た

兄
を
探
し
に
原
爆
投
下
後
の

広
島
へ
。
汽
車
も
な
く
、
呉
か

ら
広
島
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
爆
風

で
家
々
が
将
棋
倒
し
に
な
っ
て
い

た
。
死
体
の
山
。
ハ
エ
で
真
っ
黒
。

ノ
ミ
の
跳
ね
る
音
が
す
ご
か
っ
た
。

兄
は
演
習
で
広
島
か
ら
出
て
い
て
、

か
ろ
う
じ
て
難
を
逃
れ
て
い
た
。

学
生
時
代
、
野
球
を
し
て
い
た

が
、
敵
性
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
禁
止

さ
れ
、
戦
場
運
動
班
に
入
っ
た
。

運
動
は
、
剣
道
と
柔
道
の
み
。
兵

隊
の
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
終

戦
を
迎
え
た
。

戦
後
、
大
阪
外
語
（
後
に
大
阪

外
大
）
で
野
球
を
。
戦
火
で
校
舎

が
焼
け
、
高
槻
の
工
兵
隊

の
跡
が
校
舎
に
。
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
だ
っ
た
。
南
海
ホ
ー

ク
ス
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

映
画
の
世
界
へ

学
校
を
出
て
も
就
職
難

で
、
先
輩
の
紹

介
で
映
画
館
へ
。

支
配
人
の
仕
事

を
３
年
間
ぐ
ら

い
。
客
は
朝
か

ら
満
員
大
入
り
だ
っ
た
。
人
使

い
の
荒
い
雇
い
主
に
抵
抗
し
、

組
合
を
作
っ
て
ク
ビ
に
。
大
阪

の
労
働
委
員
会
へ
提
訴
し
、
和

解
。
独
立
映
画
へ
呼
ば
れ
て
行
っ

た
。
松
竹
や
東
宝
か
ら
目
の
敵
に

さ
れ
、
潰
さ
れ
て
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
。
「
０
０

７
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
配
給
し
た
。

そ
の
後
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
と
合
併
。
大
阪

の
河
内
長
野
か
ら
単
身
赴
任
で
名

古
屋
へ
。
「
バ
ッ
ク
ト
ゥ
ー
ザ
ヒ
ュ
ー

チ
ャ
ー
」
な
ど
を
手
が
け
る
。
65

歳
の
定
年
ま
で
映
画
の
人
生
。
妻

が
倒
れ
、
河
内
長
野
へ
。
看
病
し

つ
づ
け
、
看
取
っ
た
。

堺
へ

自
分
が
倒
れ
、
救
急
車
で
堺
の

病
院
に
運
ば
れ
て
堺
へ
。
娘
も
近

く
に
い
て
、
今
は
息
子
と
暮
ら
し

て
い
る
。

俳
句
は
、

取
り
立
て
て
作
ろ

う
と
し
て
作
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
世
の
中
を
見

て
い
る
と
、
句
に

な
る
。
今
の
世
の

中
、
住
み
に
く
い
。

核
兵
器
に
せ
よ
、

政
治
に
せ
よ
、
反
発
す
る
気
持

ち
が
、
つ
い
俳
句
に
な
る
。
戦

争
だ
け
は
い
や
だ
、
の
思
い
が

俳
句
に
な
る
。

訪
問
を
終
え
て

波
瀾
万
丈
の
お
話
な
の
に
、

に
こ
や
か
に
穏
や
か
に
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
感
服
し
ま
し
た
。

端
折
っ
て
の
記
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
が
心
残
り
で
す
。

坂
本
多
美
子
記

な
お
、

年
金
新
聞
全
国
版
の

１
月
号
、
年
金
者
文
芸
２
０
２

０
年
の
優
秀
作
に
、
金
森
さ

ん
の
俳
句
が
選
ば
れ
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

１ 北のもず 第57号 2021年2月19日

３月のおしゃべりカフェ
韓国で吹き荒れた

民主化闘争に迫る社会派ドラマ

ある闘いの真実
３月３日(水) 10～12時

市民センター２Ｆ

映画代無料・お茶菓子代100円

金岡町のご自宅にて

「 あんしんネット版」を発行します

「高齢者を一人ぼっちにさせない」の実践としてスタートした「あ

んしんネット」活動。

単発の取り組みに終わらせず、支部の組織強化と運動につなげてい

くため、元保健士・税務署員、社会福祉士等の組合員で委員会を立ち

上げました。

今後、新たに北のもず「あんしんネット版」を随時発行し、身近な

福祉・医療情報を発信します。 林 洋司

野
火
走
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

老
い
を
生
く

（
北
の
も
ず
４
月
号
掲
載
）

年金裁判カンパありがとうござ

いました。

現在、約７万円 集まっています。

ご協力、ありがとうございます。

裁判の原告に渡します。まだの方、

よろしくお願いいたします。



太
平
洋
戦
争
末
期
の
日
本
、

東
京
の
保
育
所
の
保
母
た
ち
が
、

東
京
大
空
襲
の
戦
火
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
園
児
と
共
に
集
団
で

埼
玉
県
の
あ
る
農
村
に
疎
開
し

た
。荒

れ
寺
を
掃
除
し
、
疎
開
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
の
、

毎
日
起
こ
る
問
題
に
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
立
ち

向
か
い
、
子
ど
も

を
明
る
く
保
育
し

て
暮
ら
す
日
々
。

親
と
離
れ
て
の

幼
い
子
ど
も
と
寝

食
を
共
に
し
て
の

生
活
は
大
変
。
お

ね
し
ょ
対
策
に
は

苦
笑
し
て
し
ま
っ

た
。
オ
ル
ガ
ン
を

囲
ん
で
歌
い
、
自
然
の
中
を
駆

け
回
る
保
母
と
子
ど
も
の
姿
に

は
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。

そ
の
疎
開
先
へ
も
、
空
襲
の

影
が
迫
っ
て
き
た
…
。
若
い
保

母
の
ほ
の
か
な
恋
も
戦
争
に
引

き
裂
か
れ
、
東
京
に
戻
ら
さ
れ

た
保
母
は
空
襲
の
犠
牲
に
…
。

☆

戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
…
。

戦
時
中
の
学
童
疎
開
は
知
っ

て
い
た
が
、
保
育
所
疎
開
で

は
、
保
母
と
し
て
親
と
し
て

生
活
全
て
を
共
に
苦
労
し
て

い
く
姿
に
胸
を
打
た
れ
た
。

身
近
な
人
た
ち
が
亡
く
な
り
、

身
に
つ
ま
さ
れ
る
シ
ー
ン
も

あ
っ
た
が
、
歌
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
救
い
が

あ
っ
た
。

森
田
ま
き
子

☆

学
童
疎
開
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
保
育
疎

開
と
い
う
の
は
初
め
て
知
っ

た
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
た
め
に
奮
闘
す
る

人
々
の
姿
に
心
が
洗
わ
れ
る

思
い
が
し
た
。
石
井
尚
子

☆

空
襲
の
戦
火
の
中
、
保
育

園
児
を
守
る
た
め
に
必
死
に

闘
い
、
オ
ル
ガ
ン
で
楽
し
ま

せ
、
村
人
た
ち
の
誤
解
を
乗

り
越
え
、
幼
い
子
供
た
ち
を

励
ま
し
大
奮
闘
し
た
若
い
保

母
さ
ん
と
年
配
の
保
母
さ
ん

の
団
結
と
周
り
の
方
々
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
と
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
こ
の
映
画
を

多
く
の
人
々
に
も
っ
と
も
っ

と
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

金
岡
町

Ｔ
Ｈ
女
性
・

71
歳

☆

元
同
僚
か
ら
「
あ
の
日

の
オ
ル
ガ
ン
は
い
い
よ
」
と

聞
い
て
い
た
の
で
、
見
ら
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。
今
を
生

き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
し
、

つ
き
動
か
す
原
動
力
だ
と
心

新
た
に
し
ま
し
た
。

岩
本
明
子

老
人
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
に
、
以
前
知

的
障
害
者
施
設
で
仕
事
を
し
て

い
た
頃
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
が
流

行
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
自
室
で
の
安
静
が
難
し
い

利
用
者
さ
ん
な
の
で
、
嘔
吐
・

下
痢
を
媒
介
と
し
た
感
染
者
は

次
々
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

職
員
は
日
々
そ
の
処
理
と
消

毒
に
追

わ
れ
、

そ
の
う

ち
職
員

の
な
か

に
も
感

染
者
が

出
て
く
る
と
、
体
制
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
り
、
施
設
は
ま
る

で
野
戦
病
院
の
よ
う
で
し
た
。

今
の
状
況
に
当
時
の
疲
れ
切
っ

た
職
員
の
顔
が
重
な
り
ま
す
。

収
束
の
見
通
し
さ
え
見
え
な

い
な
か
、
医
療
関
係
者
や
施
設

職
員
の
疲
労
は
如
何
ば
か
り
か

と
心
が
痛
む
ば
か
り
で
す
。

林

綾
子

当
た
り
前
に
あ
っ
た
生
活
が

昨
年
か
ら
一
変
し
た
。
各
種
研

究
会
の
中
止
。
う
た
ご
え
の
発

表
会
の
中
止
。
病
院
に
行
く
の

も
見
合
わ
せ
た
。
代
わ
っ
て
慣

れ
な
い
リ
モ
ー
ト
会
議
の
開
始

な
ど
な
ど
。

コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
も
世
界
も

変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
い
部

分
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

き
た
。
も
っ
と
タ
イ
ム
リ
ー
な

政
治
、
経
済
政
策
が
と
れ
な
い

の
か
？

何
よ
り
も
、
一
人
ひ
と
り
の

命
を
最
優
先
に
、
み
ん
な
で
力

を
あ
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
？

そ
の
軸
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
な
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
も

の
だ
と
切
に
感
じ
ま
す
。

山
岡
喜
美
江

関
西
に
い

る
と
聖
徳
太

子
，
浄
土
宗
，

浄
土
宗
真
宗
，

空
海
さ
ん
，
役
行
者
さ
ん
を
お

祈
り
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
関

東
は
元
武
士
は
禅
宗
，
庶
民
は

日
蓮
が
多
い
。

神
社
は
八
幡
宮
が
多
い
。
源

頼
朝
が
あ
ち
こ
ち
に
寄
進
，
願

掛
け
を
し
た
影
響
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
天
満
宮
や
稲
荷
大
社
よ

り
八
幡
宮
は
ど
こ
も
立
派
な
社

殿
を
持
つ
。

時
代
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

も
、
源
頼
朝
、
徳
川
家
康
そ
れ

に
明
治
天
皇
と
、
い
ず
れ
も

「
神
さ
ん
」
が
闘
い
を
推
奨
す

る
の
が
残
念
だ
。

な
ん
で
も
か
め
へ
ん

八
百

万
の
神
さ
ん
た
ち
に
お
願
い
し

た
い
。

い
ち
に
ち
で
も
早
く
世
の
中

が
日
々
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
。
立
春
に
お
祈
り
し
た
。

久
保

薫

北のもず 第57号 2021年2月19日 2

北支部で最高齢の阪本高次さんが、98

歳で亡くなられました。発足当時（198

9年）の「そてつ」２号に新入会の氏名

が載っている最古参の組合員でした。

阪本さんは、若い頃に湊書店に勤め、

生健会で活動されて来ました。

地味ですが誠実な人柄は終生変わる

ことはありませんでした。ご冥福をお

祈りします。

原圭治

保母さんの奮闘と子どもの可愛さが

お
わ
び

ち
ら
し
に
、
タ
イ
ト
ル

を
「
あ
る
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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２０２１年

２・３月

日程表

友の会のお食事会で誘われて年金者組合へ。

外出が怖くて、買い物は従妹にしてもらって

います。

早くコロナ感染が収まって、体もシャキッ

として、歩いて行けるサンスクエアの料理サー

クルに参加したいです。

辻井 敏子（東浅香山校区）

私の履歴書

昭和18年尾道市にて出生。5才で母を、6才

で弟を亡くす。10才頃から「本の虫」と自認

する読書好きとなる。

堺市の読書会も51年から関わり、現在３箇

所の会に席を置いている。

尾田 和子（東浅香山校区）

日 行 事 場 所 時 間

２/２８（日） ｢北のもず」原稿締切

３/３（水） おしゃべりカフェ 市民センター １０：００

１0(水） ｢北のもず」校正会議 １８：３０

１２（金） 三役会議 市民センター ９：３０

１９（金） 支部委員会 市民センター ９：３０

山本 美登利

地球が太陽を一周する時間は365日ぴったりではなく、

それより約6時間長いために暦とのずれが生じます。

そこで補正が行われ、今年の節分は、124年ぶりに例

年より一日早い2月2日でした。大阪ではその翌日に、

府民に「不要不急の外出は自粛」が要求されました。

すでに、一人一人が感染予防行動をとっているのに

これ以上何をすれば？ と思う人も増えています。長

引く自粛は、友人・知人との交流が途絶え、心身に

悪影響を与えます。悲観的になったり、やる気を失っ

たり、いわゆる「コロナうつ」「コロナブルー」で

す。免疫力アップについては、以前の号でも取り上

げましたが、このご時世だからこそ繰り返し述べた

いと思います。免疫機能は加齢とともに低下します。

以下は、その働きを取り戻す三つの実践です。

①適度な運動。うっすらと汗をかく程度の運動は、

筋肉や骨に刺激を与え、免疫系の機能低下をもとに

戻すことが期待できます。運動時の呼吸は、吸う「1・

2・3」に対し、吐く「1・2・3・4・5・6」と吐くと

きにゆっくり。

②体温を高める。運動や入浴などで体温が上がると

血流やリンパの流れがよくなり、その流れで全身を

パトロールする免疫細胞が、侵入してきたウイルス

を捕まえやすくなります。

③バランスのよい食事と腸内環境に対する心掛け。

多種類の食材を摂取しましょう。発酵食品（ヨーグ

ルトやチーズ、味噌など）は腸内環境を整えてくれ

ます。

この三つに、質の良い睡眠があれば上出来です。

インフルエンザ予防にもなります。

梅の花が咲き始めましたが、観梅者がいなのが寂

しい。

梅一輪 路地行く衣 裾ふわり 翠（みどり）

QRコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ。

75歳以上の医療費窓口負担２割化に

反対する請願署名 にご協力ください。

少しでも埋めて近くの役員にお渡しくださ

い。封筒をつけていますので、郵送もＯＫで

す。よろしくお願いします。

緊急の
お願いです



北堺パソコンの会 原則、第1・第2木曜

３月4日（木）・11日（木）

１０時～１５時 （午前：講座）（午後：相談会）

会場：サンスクエア堺 会費：１回ごとに５００円

定員：１３０名 ※初参加の方、事前に連絡をください。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

堺東カラオケ会 ※毎月第３水曜

３月１７日（水） 午後２時～５時

会場：歌芳（かほ） 市民会館西側 アトムビル ２階

連絡先：高橋 ０９０-６２４７-０１８９

おきがる料理の会 ※毎月第3月曜

３月１５日（月） ９時～１２時

会場：サンスクエア堺 会費：５００円 ※会員で欠席の

時は必ず連絡ください。（材料購入の為）

※新会員の参加をお待ちしています。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

ヘルシークッキングの会

３月１６日（火） ９時～１２時

会場：サンスクエア堺 会費：５００円

エプロンと頭巾持参

※初参加ご希望の方と、会員で欠の方はご連絡ください。

連絡先：速水 ２５３-６６６２

絵手紙の会 原則、第２水曜

３月１０日（水） １０時～１２時 会費：２００円

場所：サンスクエア堺。 連絡先：寺崎 ２８７-２４７３

うたごえサークル 原則、第３土曜日

３月２０日（土） 午後２時〜４時 参加費：３００円

会場：サンスクエア堺Ｂ棟地下 第5会議室

お茶、コーヒー用意しています。

連絡先：飛谷 ０９ ０-４４９６-７３５３

囲碁サークル 原則、第２・第４火曜、

３月９日（火）・２３日（水） 午後１時～４時

会場：サンスクエア堺 会費：２００円

連絡先：佐竹（入院中） ２５３-３９８０

折り紙の会 ※原則、第４水曜 ※３月は変更

３月１０日（水） 午後１時３０分～

会場：サンスクエア堺 参加費：２００円

※用具と折り紙など、すべて用意しています。

連絡先：森 237-９４５６

お菓子をつくる会

３月はありません。 次回は４月１６日（金）です。

連絡先：吉田 ０９０-８２１３-８２１６

そてつ読書会 ※原則、第４水曜

３月２４日（水）午前１０時～１２時

課題書：「百年泥」 石井游佳著

会場：サンスクエア堺 会費：無料

※本は会で用意します。

連絡先：尾田 ２５５-１６７２

ハイキング 月会費：２００円

例 会 ３月１４日 （日） 中山寺

集 合： 阪急梅田駅 ３F改札口 ８時３０分

コース： 宝塚線中山観音下車→中山寺→奥の院

→清荒神

例会外 ３月２８日（日） 春日奥山

集 合： 近鉄大阪難波駅 東改札口 ８時３０分

コース： 近鉄奈良駅下車→春日山遊歩道→首切り地蔵

→若草山

※当日朝６時現在の天気予報で、降水確率50％以上の

時は中止します。 連絡先：西村 ０９０-９８６５-５４７７

歴史散歩

３月は中止とします。

連絡先：岡井 ２５３-９０７９ ０９０-９７１０-９０７９

北堺卓球クラブ 金岡体育館 （大体育室）

３月 ４日（木） 午後１時～３時

３月２３日（火） 午後３時～５時

※10分前迄に来て、各自、準備運動やストレッチなどで

体をほぐしてください。

遅刻、欠席は必ず１０分前迄に連絡を！

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ０９０-９１６６-９９４４

消しゴム版画を楽しむ会

３月２８日（日） 午後１時３０分～３時３０分

場所：「ぼちぼち亭」です。 ※参加は確認を！

※材料等は用意します。彫刻刀などあればご持参を。

連絡先：小林 ０９０-５６５９-４１３５

川柳の会 原則、第２土曜

３月１３日（土） 午前１０時～

場所：なごみ 会費：２００円

連絡先：堀西 ０９０0-２１１１-９７９４

年金麻雀の会 ※原則、第２木曜・第4水曜

３月１１日（木） 午後１時～５時

３月２４日（水） 午後１時～５時

会場：新金岡市民センター

※初参加の方は事前に連絡ください。

連絡先：吉岡 ０９０-３７２４-２８７４4
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コロナ感染状況により中止の場合があります。

参加者は念のため各サークルへご確認を！



年
金
麻
雀
の
会
は
、
昨
年
６

月
に
発
足
し
て
以
来
、
は
や
８

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
み
な
さ
ん
の
要
望

で
、
雀
卓
を
２
卓
か
ら
３
卓
に

（
８
月
）
、
開
催
を
月
１
回
か

ら
２
回
（
10
月
）
に
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
医
療
崩
壊
、

ク
ラ
ス
タ
ー
、
エ
ク
モ
装
置
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
々
、
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
の
な
い
言
葉
が
飛

び
か
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
に

も
多
く
の
問
題
が
立

ち
塞
が
っ
て
い
ま
す
。

麻
雀
の
会
に
於
い

て
は
、
発
足
時
か
ら

コ
ロ
ナ
感
染
は
「
し

な
い
」
「
さ
せ
な
い
」

と
、
器
具
の
消
毒
、
大
声
は
出

さ
な
い
、
間
隔
を
保
つ
等
々
を

守
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
、
仲

間
と
親
し
く
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し

く
行
っ
て
い
ま
す
。
吉
岡
弘
二

12
月
13
日
、
河
内
松
原
駅
集

合
。
久
し
振
り
に
参
加
の
仲
間

二
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

二
上
山
駅
か
ら
出
発
。
22
名
で

雄
岳
を
め
ざ
す
。

６
合
目
辺
り
か
ら
傾

斜
が
本
格
的
に
。
何
処

も
か
し
こ
も
枯
れ
葉
の

絨
毯
。
雄
岳
山
頂
付
近

の
景
観
は
い
ま
い
ち
。

馬
の
背
に
降
り
て
雌
岳

に
向
け
て
上
る
。
少
し

風
の
強
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
風

の
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
で
昼
食
。

雌
岳
山
頂
で
写
真
撮
影
。
雄
岳

と
違
っ
て
、
こ
ち
ら
は
視
界
が

開
け
て
景
色
は
き
れ
い
。
奈
良
、

大
阪
、
Ｐ
Ｌ
の
塔
も
良
く
見
え

る
。
ダ
イ
ト
レ
を
経
由
し
て
二

上
神
社
口
に
向
か
っ
て
下
る
。

途
中
、
登
山
道
を
整
備
し
て
く

れ
て
い
る
お
じ
さ
ん
に
出
会
い

感
謝
。
今
回
も
紅
葉
が
と
て
も

き
れ
い
。
仲
間
に
感
謝
。

拝
地
初
代

川
柳
の
会
も
３
年
目

を
迎
え
ま
す
。

毎
月
、
各
自
、
課
題

吟
を
持
ち
寄
っ
て
互
選

の
中
で
批
評
を
行
い
交

流
を
計
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
新
聞
へ
の
投

稿
も
盛
ん
に
挑
戦
し
、

実
力
を
競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

但
し
「
密
」
を
避
け
る
為

ご
連
絡
の
う
え
参
加
下
さ
い
。

古
賀
光
政

初
冬
の
晴
れ
た
日
に
、
わ
ず

か
に
舞
う
小
雪
を
風
花
と
い
い

ま
す
。
山
に
積
も
っ
た
雪
が
風

で
送
ら
れ
た
り
、
積
も
っ
た
雪

が
風
で
舞
い
あ
げ
ら
れ
た
り
す

る
も
の
も
い
い
ま
す
。
風
花
は

か
ざ
は
な

俳
句
の
季
語
で
も
あ
り
ま
す
。

雪
の
花
は
雪
を
花
に
た
と
え

た
言
葉
。
銀
花
、
天
花
も
雪
の

こ
と
で
す
。
六
角
形
の
結
晶
の

形
か
ら
六
花
も
雪
の
異
称
で

む
つ
の
は
な

す
。
牡
丹
雪
、
花
弁
雪
は
、

は
な
び
ら

花
弁
の
よ
う
な
形
の
雪
。

細
か
く
降
る
雪
や
ま

だ
ら
に
降

る

雪

を

細

雪
、

さ
さ
め
ゆ
き

ま
ば
ら
に

降
る
雪
を

斑
雪
と
い

い
ま
す
。
薄
く
積
も
っ
た
雪
や

ま
ば
ら
に
残
っ
た
雪
を
も
。
粉

雪
は
細
か
く
さ
ら
さ
ら
し
た
雪

で
、
ぼ
た
雪
は
湿
っ
た
大
粒
の

雪
で
す
。
薄
雪
は
薄
く
積
も
っ

た
雪
で
、
ど
か
雪
は
一
度
に
た

く
さ
ん
積
も
っ
た
雪
の
こ
と
で

す
。
淡
雪
は
柔
ら
か
く
消
え
や

す
い
春
の
雪
で
す
。

坂
本
多
美
子
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会員も雀卓も例会も増えました

和気あいあいで実力アップ

雌岳山頂で展望を楽しみながら…
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第２９３回

参加者５人

雪の結晶 河内 都 坂井 洋子

畳の縁(へり)で作った、

軽～いリュックです。

松村順子
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